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ASPICの沿革
1999年11月 任意団体 ｢ASPインダストリ･コンソーシアム･ジャパン｣ 創立
2002年 2月 非営利活動法人（NPO）の認証取得
2003年 4月 ｢ASP白書2003年版｣作成・出版
2006年 5月 ｢ASP･SaaS イノベーションシンポジウム｣開催
2007年 2月 国内初｢第1回ASP･SaaS･クラウドアワード｣開催
2007年 4月 総務省と合同で｢ASP･SaaS･クラウド普及促進協議会｣設立
2008年 4月 ｢ASP･SaaS情報開示認定｣開始（認定機関FMMC）
2008年 6月 ASPICが「総務大臣表彰」を受賞
2009年 2月 ｢ASP･SaaS データセンター促進協議会｣設立
2012年 6月 河合会⾧が「総務大臣表彰」を受賞
2012年 8月 ｢クラウド情報開示認定｣開始（認定機関FMMC）
2017年 10月 ｢クラウド情報開示認定｣認定機関ASPICに移管
2017年10月 「ASP･Saas医療情報/ASP･SaaS特定個人情報」情報開示認定制度開始
2018年12月 「IoTクラウドサービス関連」のクラウドサービス情報開示認定制度開始
2019年4月 クラウドサービス紹介サイト「アスピック」運用開始
2020年4月 一般社団法人ASP・SaaS・AI・IoTクラウド産業協会に名称等変更

会⾧個人として総務大臣表彰団体として総務大臣表彰
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Ⅰ. ASPICの活動の現状と今後
I-1 ASPICの活動の現状
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ASPICは、１９９９年創立以来
①ＡＳＰ・ＳａａＳ・クラウドの認知度の向上

事業者、利用者に対するセミナ、刊行物
②ＡＳＰ・ＳａａＳ・クラウドの市場の創成・拡大

分野別クラウド研究会
③クラウドサービスの安心安全の推進

ガイドラインの策定、認定制度
④クラウド事業者へのビジネス支援
⑤クラウド利用者向けのクラウドサービス紹介事業
⑥総務省の実証、実装事業への参画

等のクラウドサービスの「普及・促進」及び「安心・安全の推進」を２大目標として取
り組んで参りました。

これらの活動により、2008年に団体として2012年に会⾧個人として「情報通信月間
総務大臣表彰」を受賞しました。
今後もＩｏＴ、ＡＩクラウドサービスの安心安全な市場創造を行って参ります。
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活動の五本柱
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Ⅰ-2.ASPIC活動の詳細

(1) 「安心・安全の推進」に係る取組み
(2) クラウドサービス情報開示認定制度
(3) クラウドサービス紹介サイト「アスピック」
(4) ASPIC IoT AI クラウドアワード2021
(5) 総務省 IoTサービス実証・実装事業への参画
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(1) 「安心・安全の推進」に係る取組み

ASP･SaaS･クラウドサービスの安心・安全な提供並びに利用を推進するため、
総務省と合同設置したASP･SaaS･クラウド普及促進協議会、総務省と連携設置し
たASP･SaaSデータセンター促進協議会を中心に、関係府省、関連団体・大学等有
識者と連携し、大きな成果を上げることができました。

2007年（H19年）以来総務省と連携し共通分野を起点に、分野毎、データセン
ター関連のガイドライン・指針等の策定に作成・協力してきました。加えて情報の
公開・二次利用ガイド等の策定にも取組んでいます。

（注1）国立研究開発法人 情報通信研究機構 理事長 （注2）慶應義塾大学 環境情報学部 学部長 教授
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29のガイドライン・指針等の作成・協力（1/2）
※ ( )は総務省公表年、GLはガイドライン

（１）クラウド化の関連 ～事業者向けに加え利用者向けを作成～

①共通分野（事業者向）:
・ガイドライン

ASP･SaaSにおける情報セキュリティ対策GL(’08)
ASP･SaaS事業者間連携ガイド(’12)
クラウドサービス提供における情報セキュリティ対策GL(’14)
クラウドサービス提供における情報セキュリティ対策GLの使い方ガイド(’15 ASPIC公表)
クラウドサービス提供における情報セキュリティ対策GL第2版（ ’18改定)
IoTサービスリスクへの対応方針編（上記GL第2版第４編に追加）（ ’18)
クラウドサービス提供における情報セキュリティ対策GL第3版（ ’21改定)

・情報開示指針
ASP･SaaSの安全･信頼性に係る情報開示指針(’07)
IaaS･PaaSの安全･信頼性に係る情報開示指針(’11、’17改定)
ASP・SaaS(特定個人情報)の安全・信頼性に係る情報開示指針(‘17)
ASP・SaaS(医療情報)の安全・信頼性に係る情報開示指針(‘17)
IoTクラウドサービスの安全・信頼性に係る情報開示指針（ＡＳＰ・ＳａａＳ編）(‘18)
IoTクラウドサービスの安全・信頼性に係る情報開示指針（ＩａａＳ・ＰａａＳ編）(‘18)
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29のガイドライン・指針等の作成・協力（2/2）
※ ( )は総務省公表年、GLはガイドライン

②分野毎（事業者向）:
クラウド事業者が医療情報を取り扱う際の安全管理GL(’09、’18改定)
前項GLに基づくSLA参考例(’10、’18改定)
校務分野におけるASP･SaaS事業者向けGL(’10)
クラウドサービス事業者向け「校務分野におけるＡＳＰ・ＳａａＳ事業者向けGL」の手引書(’16)
社会資本分野におけるデータガバナンスガイド(’12)
ASP･SaaS・クラウドによる米・米加工品トレーサビリティサービス提供の手引き(’12)

③利用者向け
公共ITアウトソーシングに関するGL(’03)
地方公共団体におけるASP･SaaS導入活用GL(’10)
クラウドサービス利用者の保護とコンプライアンス確保のためのガイド(’11 ASPIC公表)

④データセンター（事業者向） :
データセンターの安全･信頼性に係る情報開示指針(’09、’11改定)
データセンター利用ガイド(’10 ASPIC公表)
データセンター事業者連携ガイド(’12 ASPIC公表)

（２）情報の公開・二次利用の関連
地盤情報(’12) 、社会資本情報(’14)
農産物情報(’13 ASPIC公表)、水産物情報(’13 ASPIC公表)
社会資本情報のオープンデータ化2次利用促進のためのガイド(’14)
防災・災害情報(オープンデータ) (’13,’14改定 ASPIC公表)
防災・災害情報（メンバード）(’14 ASPIC公表) 17





昨年度、総務省サイバーセキュリティ統括官室より受託し、3月２６日に納品を完了
した「クラウドサービス提供における情報セキュリティ対策ガイドライン」第三版が令和3
年９月３０日（木）公表されました。

総務省「クラウドサービス提供における情報セキュリティ対策ガイドライン」
第三版の公表について
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認定サービス数（累計）：２９０サービス（１９７社） 2021.11.22現在
 ＡＳＰ・ＳａａＳ情報開示認定サービス数（運用開始：2008年4月）： 261サービス
 医療情報ＡＳＰ・ＳａａＳ情報開示認定サービス数（運用開始：2017年10月） 2サービス
 特定個人情報ＡＳＰ・ＳａａＳ情報開示認定サービス数（運用開始：2017年10月） 3サービス
 ＡＳＰ・ＳａａＳ（IoTクラウドサービス）情報開示認定サービス数（運用開始：2018年12月）4サービス
 データセンター情報開示認定サービス数（運用開始：2012年9月）： 6サービス
 ＩａａＳ・ＰａａＳ情報開示認定サービス数（運用開始：2012年9月）： 12サービス
 ＩａａＳ・ＰａａＳ（IoTクラウドサービス）情報開示認定サービス数（運用開始：2018年12月）2サービス

認定サービス（事業者）の累積数の推移
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(4)  ASPIC IoT・AI・クラウドアワード2021
ASPICクラウド・IoTアワードの主旨

日本国内で優秀かつ社会に有益なクラウドサービスを表彰し、事業者
及びユーザーの事業拡大を支援します。
これによりクラウドサービスが社会の情報基盤としてさらに発展・確立する
ことを目的としています。

平成19年度より15回開催し、日本国内で優秀かつ社会に有益なクラウド・IoT・AI
サービスを表彰。事業者及びユーザーの事業拡大及び業務効率化等に寄与していま
す。

総務大臣賞は、2015年に創設され、各部門の総合グランプリ受賞サービスの中で
最高位のサービスに授与されています。

アワード2021は、新型コロナウイルス感染症の影響により、プレゼンテーション審査は
オンラインで実施しました。 また、表彰式はグランプリ受賞者だけの参加とし、感染症
予防対策を講じて行いました。 参加できなかった関係者のために表彰式のオンライン
中継を行いました。

受賞サービス詳細:https://www.aspicjapan.org/event/award/15/index.html
サービス名をクリックすると、受賞各社のニュースリリース文書が別ウィンドウで表示されます。

第15回アワードエントリー数 : 111サービス 表彰:103サービス
第1回~第15回総エントリー数 : 1251サービス 総表彰数 : 653サービス
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28(左から) 総務副大臣 中西祐介様 株式会社YE DIGITAL 河合ASPIC会長

総務大臣賞

各部門の総合グランプリ受賞サービスの中で最高位のサービスに、金子恭之総務
大臣の代理で総務副大臣 中西祐介様より総務大臣賞が授与されました。

賞名 会社名 サービス名

総務大臣賞 株式会社YE DIGITAL スマートバス停、スマートバス停クラウド
「MMsmartBusStop」

第15回ASPIC IoT・AI・クラウドアワード2021 表彰式
日時:2021年11月17日（水） 場所:経団連会館国際会議場
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(5) 総務省 IoTサービス実証・実装事業への参画

30

H29年度IoTサービス創出支援実証事業への参画
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１）クラウドセントリック社会の実現
・クラウドがＩＴの中心になる社会の実現
・クラウドによる社会課題の解決

２）安心・安全なクラウドサービスの推進
（安心・安全の推進）

・国等と連携したガイドラインの整備と普及活動
・情報開示認定制度の高度化と活用ガイドの作成

３）AIクラウドサービスの発展・拡大
（普及・促進）

・ＤＸを加速、高速経営、事業革新の先導
・政策・技術・市場等の情報提供

４）SDGｓ対応クラウドサービスの推進
・SDGｓクラウドサービスのメニュー作り
・開発と利用促進

34

I-3 ASPICの活動の今後（クラウドセントリック社会の実現）

・情報開示認定制度のデファクト
スタンダード化の実現

・社会インフラづくりのための

各種ガイドラインの作成

・ビックデータ、IoT、AI等の

活用と、業界・分野別クラウド

の集合体形成を推進

・利用企業の事業創出・革新への
貢献

・事業者のビジネス拡大に貢献
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Ⅲ．政府に期待する役割や取組み

Ⅲ-1 クラウドサービスの社会インフラシステムへの発展
（社会業界特化系の集合体）

Ⅲ-2 安心安全なクラウドサービスの推進
Ⅲ-3 ＡＩクラウドサービスの展開促進
Ⅲ-4 ＳＤＧｓ対応クラウドサービスの開発・利用取組み
Ⅲ-5 その他
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(3) 今後の取組み

以上のクラウドサービスの状況から、今後、 Society 5.0 の実現の基盤として、社会
課題の解決に寄与する社会業界特化系のクラウドサービスの開発と連携の推進を図る
必要がある。

① 成⾧している社会業界特化系クラウドサービスの開発の推進

② 社会業界特化系連携クラウドサービスに対する開発の推進

③ クラウドサービス連携、API連携のガイドラインの検討

④ クラウドサービス連携の実証事業の推進

⑤ 分野ごとの共通基盤の検討、構築

54



クラウドサービス利用者の一番の心配はセキュリティ。
セキュリティを重視した情報開示認定制度はユーザによるクラウドサービス・事業者
の評価・選択等を容易にし、安心安全なクラウドサービス市場の拡大を促進

Ⅲ-2 安全・安心なクラウドサービスの推進

(1) 安全・安心なクラウドサービスを推進する情報開示認定制度

認定サービス数（累計）:２９０サービス（１９７社） 2021.11.22現在（再掲）
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(3) 今後の取組み

普及期にあるクラウドの安心・安全を推進するために、 クラウドサービス情報開示
認定制度を民間企業向けのデファクトにする必要性がある。

① 中小規模クラウド事業者支援
情報開示認定取得事業者に対する補助金
システム開発費用、IaaS・PaaS等の使用料金の補助

② クラウド利用者支援
認定取得サービス利用者に対する補助金
クラウドの導入初期費用、使用料金の補助

③ 制度普及に対する支援
情報開示認定制度の広報支援
自治体システム等の調達条件として情報開示認定制度を推奨

④ 情報開示認定制度の高度化検討
ISMAPと情報開示指針との差分、審査体制、料金の検討
民間版認定制度のデファクト化

58
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Ⅲ-3 ＡＩクラウドサービスの展開促進

①ＳａａＳ分野における競争激化
– アマゾンの参入

②クラウドサービスにおけるＡＩの活用実績

59

【貴社で提供しているクラウドサービスには
ＡＩ機能が含まれていますか？】

ほとんどのクラウド事業者はAIサービ
スを実装していない。

n=102

（1）ＡＩクラウドサービスの現状



ＡＩの導入の難しさ
【ＡＩ機能を導入した際に苦労したことは何ですか？（複数回答可）】

60

学習データの収集及び
人材の確保が課題

   

ＡＩビジネスのリスク
【ＡＩ機能を含むサービスを提供するにあたって、不安なことや悩み事はありますか？】

品質保証、説明責任、
権利義務等のリスクを
感じている。
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クラウド（SaaS）の国際競争力を高めるにはサービスの高度化の必要性がある。

① ＡＩクラウドサービスの普及促進
・ＡＩクラウドサービス開発のためのガイドの検討、作成
・ベストプラクティス・事例集の作成
・ＡＩクラウドサービスの認定制度の創設

② ＡＩ開発用データ共通基盤の構築の推進
・業界ごとのデータ共通基盤
・クレンジングされたデータの収集

③ ＡＩ人材の育成・教育改革
・ＡＩクラウドサービスの資格の検討

④ 次世代ＡＩプロジェクトの立ち上げ
・第４次ＡＩブームは日本から起こす

(2) 今後の取組み

62



図 SDGs目標別クラウドサービス状況

Ⅲ-4 ＳＤＧｓ対応クラウドサービスの開発・利用の取組み

(1)ＳＤＧｓ目標別クラウドサビースの現状

①ASPICのアワード、アスピック、情報開示認定取得

サービス（約1,000）をSDGsの17目標に分類すると

右図のようになる。

②全体の57％が生産・消費が占めている。
各分類目標に対し、サービスが不足している。

③クラウドサービスが浸透していない｢目標｣については

今後一層の開発・利用を促進する。

63

SDGsの達成にはクラウドサービス（特にASP・SaaS）が大いに貢献できる。
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(2) 今後の取組み

SDGsを推進するためにはクラウドサービスが大いに貢献できる。

① クラウドサービスメニュー作り

・｢SDGsアクションプラン2021｣重点項目推進のサービスメニューの作成

② クラウドサービスの開発推進
・中小クラウド事業者によるシステム開発推進
・ビジネス連携による事業機会の拡大

③ SDGsに貢献するサービスを紹介するポータルサイト構築と利用促進
・クラウド事業者･クラウド利用者にメリットのあるポータルサイト構築・運営
・クラウド事業者のサービス登録掲載支援
・クラウド利用者への利用促進キャンペーン
・クラウドサービス表彰･推奨(クラウド事業者･クラウド利用者)

④ ガイドライン検討、作成
・SDGs開発･利用ガイドライン作成
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Ⅲ-5 その他

(1) 地域のクラウド事業者（IaaS, PaaS, ASP・SaaS）の支援

(2) クラウド事業者のIoTクラウドサービスへの展開支援

(3) クラウド事業者へのアンケートなどからの政府への期待
技術開発支援、人材育成、海外展開、データの安全保障


